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●大阪市から避難情報を発令します

●避難情報を知っていますか？

発令時の状況
高齢者等避難開始

皆さんに
していただく
行動

◆人的被害の発生する可能性が
高まった状況

◆避難に時間を要する人（高齢
者、障がい者、乳幼児等）とそ
の支援者は避難する。

　その他の人は、避難の準備を
整える。

大阪市では、防災スピーカーや携帯電話・スマートフォンへの緊急
速報メールなどにより、必要な場合に避難情報を発令します。

災害時の「避難情報」を、5段階の警戒レベルでお知らせしています。それぞれの意味を知り、適切な対応ができるように心
構えをしておきましょう。

自主的に非難する場合は、親戚や知人の家など安全な場所を事前に確保してください。
自主避難先の確保が困難な方のために、大阪市では「自主避難所」を開設する場合があります。

警戒レベル3
全 員 避 難

◆人的被害の発生する可能性が明らか
に高まった状況

◆前兆現象の発生など人的被害の発生
する危険性が非常に高い状況

◆危険な場所から全員避難※する。避
難場所までの移動が危険と思われ
る場合は、近くの安全な場所や自宅
内のより安全な場所に避難する。

※避難先は、公的な避難場所に限りません。近くの家族や親戚、
知人宅への避難について日頃から相談しておいてください。

警戒レベル4
緊急安全確保
◆既に災害が発生又は切
迫している状況

◆命を守るための最善の
行動をとる

警戒レベル5

防災スピーカーのサイレン（警報音）パターン

避難情報の伝達手段

テロやゲリラなど武力攻撃に関する警報
弾道ミサイル攻撃に関する警報

大津波警報

津波警報

警戒レベル4

警戒レベル5

緊急地震速報（震度5弱以上または
長周期地震動階級3以上を予想した場合） 緊急地震速報チャイム音

緊急事態の種類 警報音パターン
国民保護サイレン14秒吹鳴

3秒吹鳴 3秒吹鳴サイレン  3秒吹鳴

2秒休止 2秒休止
5秒吹鳴サイレン  5秒吹鳴

6秒休止
10秒吹鳴 10秒吹鳴サイレン  10秒吹鳴

10秒休止 10秒休止
20秒吹鳴 20秒吹鳴サイレン  20秒吹鳴

10秒休止 10秒休止

携帯電話以外

携帯電話等

防災スピーカー（防災行政無線）＊、ケーブルテレビの字幕放送・防災情報サービス（※利用料有料）、ガス
警報器（※利用料有料）、テレビ、ラジオ、地元組織への連絡、広報車など

緊急速報メール、ホームページ、X、おおさか防災ネット、LINE、Yahoo!防災速報アプリなど

危険な場所から全員避難する。
公的な避難場所までの移動が危険と思われる場合は、近くの安全な場所や自宅内のより安全な場
所に避難する。

既に災害が発生又は切迫している状況。
命の危険があるため、直ちに身の安全を確保する。

避難に備え、ハザードマップ等により、自らの避難行動を確認する。

警報レベルとその意味

警戒レベル5
緊急安全確保

警戒レベル4
全員避難全員避難

危険な場所から高齢者等は避難する。
その他の人も必要に応じ、危険を感じたら自主的に避難する。
※レベル3発令前でも、危険を感じたら自主的に避難をする。

警戒レベル3
高齢者等
避　難
警戒レベル2
避難行動の確認

災害への心構えを高める。
警戒レベル1
心構えを高める

風と雨の強さ

●避難情報が発令された場合には、
　 以下の「避難フロー」を参考に適切な行動を取りましょう！

平均風速（m／秒）
予報用語

10 以上～ 15未満
やや強い風

15 以上～ 20未満
強い風

20 以上～ 25未満
非常に強い風

25 以上～ 30未満
非常に強い風
30 以上～
猛烈な風

想定される被害

傘がさせない

風に向かって
歩くことができない
車の運転を続けるのは
危険な状態となる
樹木が倒れ始める
瓦が飛び始める
屋根が飛ばされるなど、
木造住宅が壊れ始める

1 時間雨量（ｍｍ）
予報用語

10 以上～ 20未満
やや強い雨

20 以上～ 30未満
強い雨

30 以上～ 50未満
激しい雨

50 以上～ 80未満
非常に激しい雨
80 以上～
猛烈な雨

想定される被害

長く続くときは注意が必要

側溝などから水が
あふれることがある
マンホールから水が
あふれることがある
地下街に雨水が
流れ込むことがある
大規模な災害が
発生するおそれが強い

◆ 津波避難施設（津波避難ビル・水害時避難ビル）

上記はあくまで目安です。建物により居室の床の高さが異なりますので、上記図によらない場合があります。
また、老朽化した木造家屋の場合は家屋倒壊等氾濫想定区域外であっても家屋の倒壊・流出の可能性があります。

風の強さと想定される被害

河川等氾濫など水害への備え

雨の強さと想定される被害

大阪市域の地形は比較的平坦であるため、津波や河川氾濫から身を守るためには少しでも早く「高い」場所
に避難する必要があります。大阪市では、市民の皆さまの安全を守るために、津波浸水や河川氾濫による浸
水のおそれのある22 区（天王寺区・阿倍野区以外）を対象に、丈夫で高さのある建物を「津波避難ビル」・
「水害時避難ビル」として指定を進めています。

避難フロー

＊防災行政無線テレホンサービス（06-6210-3899※通話料有料）で確認できます。
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